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【2016年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1 共著
玉川大学出版会、148-
149

編：佐藤浩章、中井
俊樹、小嶋佐恵子、
城間祥子、杉谷祐美
子
共著者：天野智水、
池田史子、江本理
恵、大山牧子、沖裕
貴、加藤かおり、勝野
喜似子、川島啓二、
菊池重雄、窪田祐
歌、栗田佳代子、小
林忠資、榊原暢久、
飯岡由紀子、佐藤万
知、清水栄子、白川
優冶、杉原真晃、竹
中喜一、近田政博、
長澤多代、中島夏
子、中島英博、西野
毅朗、根岸千悠、橋
場論、平井孝典、
ホートン広瀬恵美子、
細川和仁、山田剛
史、吉田香奈

2016年6月

2 共著
メヂカルフレンド社、164-
170

編：亀井智子
共著者：亀井智子、
山本由子、糸井和
佳、金盛琢也、木島
輝美、飯岡由紀子、
川上千春、堀内園
子、六角僚子

2016年12月

3

（２）論文

1 共著
がん看護、21（4）、483-
487

日塔裕子、中野真理
子、飯岡由紀子

2016年5月

2 単著 看護教育　58（1）、60-65 飯岡由紀子 2017年1月

3 単著 看護教育　58（2）、60-65 飯岡由紀子 2017年2月

大学のFD　Q&A

臨床看護学、がん看護学、看護教育、Women's Health、慢性期看護学

博士（看護学）

聖路加看護大学看護学部看護学科、聖路加看護大学看護学研究科博士前期課程、聖路加看護大学看護
学研究科博士後期課程

兵庫県立看護大学助手、杏林大学保健学部看護学科助手、聖路加看護大学助手、聖路加看護大学准教
授、東京女子医科大学看護学部教授

日本看護科学学会（査読委員）、日本がん看護学会（代議員・査読委員）、日本緩和医療学会、日本乳癌学
会、東京女子医科大学学会（評議員）、クリティカルケア看護学会、日本小児看護学会、日本看護学教育学
会、聖路加看護学会、日本女性医学学会（幹事）、日本女性心身医学会（評議員）

新体系　看護学全書　老年看護学①老年
看護学概論老年保健

婦人科がん術後の下肢リンパ浮腫に関す
る文献的考察

「配慮が必要な学生」の学びにつなげる対
応　臨地実習における教育上の調整を考
える　臨地実習において教員や臨床指導
者が抱く困難感

「配慮が必要な学生」の学びにつなげる対
応　臨地実習における教育上の調整を考
える　教育上の調整と合理的配慮



（３）学会発表

1 共著
The 20th　EAFONS、
Hong Kong

○Yuko Mochizuki,
Ariko Noji, Mari
Kondo,　Yukiko　Iioka,
Akiko　Nosaki,
Masae　Nishiyama,
Eiko　Ootomo,
Manami　Sakamoto,
Daisuke Sumitani

2017年3月

2 共著
第45回日本女性心身医
学学、滋賀

○小川真里子、吉丸
真澄、飯岡由紀子、
堀口文、牧田和也、
高松潔

2016年6月

3 共著
第26回日本看護学教育
学会、東京

○吉本照子、飯岡由
紀子、小川純子

2016年8月

4 共著
第31回日本女性医学学
会、京都

○杉山重里、吉丸真
澄、橋本志保、飯岡
由紀子、小川真里
子、堀口文、高松潔

2016年11月

5 共著
第36回日本看護科学学
会、東京

○野地有子、近藤麻
理、小寺さやか、飯岡
由紀子、溝部昌子

2016年12月

6 共著
第36回日本看護科学学
会、東京

○野地有子、近藤麻
理、小寺さやか、飯岡
由紀子、溝部昌子

2016年12月

7 共著
第36回日本看護科学学
会、東京

○小寺さやか、野地
有子、近藤麻理、飯
岡由紀子、溝部昌子

2016年12月

8 共著
第36回日本看護科学学
会、東京

○小林礼実、鈴木香
緒理、峯川美弥子、
河合育代、飯岡由紀
子

2016年12月

9 共著
第36回日本看護科学学
会、東京

○鈴木香緒理、峯川
美弥子、小林礼実、
河合育代、飯岡由紀
子

2016年12月

10 共著
第36回日本看護科学学
会、東京

○峯川美弥子、小林
礼実、鈴木香緒理、
河合育代、飯岡由紀
子

2016年12月

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2014．4～2018．3

2 2016.4～2019.3

3 2015.12～2016.12

4 2015.4～2018.3

日本におけるがん看護外来のアウトカム評価
指標の開発とがん看護外来の有効性の検討
（研究代表者）

安田記念医学財団　癌看護研究助成
End of Life Care実践のための支援プログラム
の開発と有効性の検討：パイロットスタディ（研
究代表者）

文部科学省科学研究費補助事業（科学研究費補助金）（基盤研究C）
看護基礎教育における主体性育成教育プログ
ラムの開発と教育効果（分担研究者）

文部科学省科学研究費補助事業（科学研究費補助金）（挑戦
的萌芽）

看護系大学の臨地実習における合理的配慮の
構造化とFD・SDプログラム開発（研究代表者）

 がん看護外来に対する医師の認識に関
する質的研究

競争的資金等の名称

文部科学省科学研究費補助事業（科学研究費補助金）　　(基
盤研究B)

研究名、研究代表者・研究分担者の別

Educational Nursing Application to
Cultivate Cultural Competence in Japan

 がん看護外来における担当看護師の看
護実践と課題に関する質的研究

該当なし

看護系大学における国際交流推進のた
めのFDコンテンツの効果と課題ー受講後
のアンケートよりー

がん看護外来に対する病院管理者の認
識に関する質的研究

更年期障害と月経前症候群におけるQOL
の差異に関する検討

合理的配慮を要する学生の臨地実習の
質保証に向けたFDプログラム開発

タモキシフェン投与が精神的・身体的に及
ぼす短期的影響

看護系大学における国際交流と大学間・
学部間協定に関する調査研究～MOUの
評価の視点から～

看護系大学におけるグローバル人材育成
と国際交流の推進を考えるー国際交流委
員にあたってしまったら！－



３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1

2

3

（２）演習

1

2

3

（３）実習

1

2

3

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1 FD委員会 2016年8月

2
東京女子医科大
学学会

2016年9月

3
東京都区西部緩
和ケア推進事業

2016年12月

4
東京女子医科大
学

2017年1月

5
東京都区西部緩
和ケア推進事業

2017年1月

6
東京都区西部緩
和ケア推進事業

2017年3月

7
佛教大学保健医
療技術学部

2017年3月

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

該当なし

該当なし

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

文部科学省補助事業「がんプロフェッショ
ナル養成基盤推進プラン」4大学連携合同
成果報告会・4大学連携合同市民シンポ
ジスト

ELNEC-J　講師

ELNEC-J　講師

本拠点における5年間の取り組みについて－看
護学分野について－

モジュール10　質の高いエンドオブライフケア

モジュール10　質の高いエンドオブライフケア

第82回東京女子医科大学学会総会　シン
ポジスト

ELNEC-J　講師

がん看護専門看護師養成の取り組み

東京女子医科大学　FDカンファレンス講
師

臨地実習における合理的配慮

事例を通して実習における教育上の調整を考
えてみよう

佛教大学保健医療技術学部　FD研修会
講師

モジュール10　質の高いエンドオブライフケア

該当なし

該当なし

Japanease Organization for Research and
Treatment of Cancer(JORTC)

理事

該当なし

該当なし



3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1 2016年

８．特記事項

該当なし

該当なし

商標登録（ii-navi）


